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第
百
十
三
号 

美しい日本の憲法をつくる全国大会開催さる 
❑去る12月5日、東京都内において「待ったなし！
憲法改正の国会論議」のタイト ルを掲げた全国大
会が開催された。会場には全国各地より1,100名が
駆けつけて、 一向に進まない憲法審査会の論議と
国会の閉塞状況を突破すべく、壇上の出席議 員を
激励した。櫻井よしこ共同代表より「もはやお願いす
るということから、要請するという段階に来ている」と
優しい口調ながら、気迫のこもった挨拶があっ た。 

憲法改正を考える議員連盟 
が勉強会を開催 

❑去る11月30日、自民党愛知県議団全員の加盟する「憲法
改正を考える議員連盟」（直江弘文会長）が百地 章氏（国士
舘大学特任教授）を招き、勉強会を開催した。自民党本部は
全国の小選挙区において、憲法改正推進本部設置の方針を
打ち出しており、愛知県でも全選挙区に推進本部設置と運動
加速が期待される。 

自衛隊小牧基地見学会開催さる 
❑去る11月22日、平岩和子氏（日本女性の会愛知副会
長）の呼びかけにより小牧基地見学会が開催された。当日
は、輸送隊、救難隊の航空機と施設の見学。昼食を隊員
食堂でいただいた後は管制塔の見学もあり、日夜、訓練に
励んでいる自衛官の方々の努力が偲ばれた。 

年
頭
御
挨
拶 

謹
賀
新
年 

旧
年
中
は
、
格
別
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

改
憲
勢
力
が
三
分
の
二
を
確
保
し
て
、
四
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
私
ど
も
は
こ

れ
を
千
載
一
遇
の
好
機
と
捉
え
、
美
し
い
日
本
の
憲
法
を
つ
く
る
愛
知
県
民
の

会
を
設
立
し
、
国
会
議
員
、
地
方
議
員
、
民
間
団
体
が
三
位
一
体
と
な
っ
た
国

民
運
動
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
。 

そ
し
て
、
平
成
三
十
年
中
の
国
会
発
議
を
期
待
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
憲
法
審

査
会
に
お
け
る
野
党
の
サ
ボ
タ
ー
ジ
ュ
に
よ
り
、
ま
た
も
や
先
送
り
の
事
態
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。 

し
か
し
な
が
ら
、
決
し
て
諦
観
す
る
こ
と
な
く
、
引
き
続
き
国
民
投
票
実
現
と

勝
利
に
向
か
っ
て
、
更
に
邁
進
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。 

 

ま
た
、
天
皇
陛
下
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
御
即
位
よ
り
三
十
年
の
佳
節
を
お
迎

え
に
な
り
ま
す
。
常
に
国
民
の
側
に
寄
り
添
う
と
仰
せ
に
な
り
、
数
多
の
災
害

地
に
ご
慰
問
な
さ
れ
、
優
し
く
国
民
を
お
励
ま
し
あ
そ
ば
れ
ま
し
た
。
各
地
の

復
興
が
、
天
皇
陛
下
の
大
御
心
に
拠
る
こ
と
は
、
多
く
の
国
民
の
声
か
ら
も
拝

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
私
ど
も
は
平
成
の
御
代
に
生
か
さ
れ
た
三
十
年
に
深

く
思
い
を
致
し
、
天
皇
陛
下
の
ご
聖
徳
に
心
か
ら
な
る
感
謝
の
誠
を
捧
げ
た
い

と
存
じ
ま
す
。 

 

そ
し
て
五
月
一
日
に
は
、
皇
太
子
殿
下
の
御
即
位
と
な
り
新
た
な
御
代
が
始
ま

り
ま
す
。 

六
月
二
日
に
は
、
第
七
十
回
全
国
植
樹
祭
が
愛
知
県
森
林
公
園
（尾
張
旭
市
）

に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
新
た
に
御
即
位
な
さ
れ
た
天
皇
皇
后
両
陛
下
が
御
臨
席

あ
そ
ば
さ
れ
ま
す
。
御
即
位
後
、
初
の
行
幸
啓
と
な
り
、
真
心
を
込
め
た
奉
送

迎
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
く
存
じ
ま
す
。 

続
い
て
十
一
月
に
は
即
位
礼
、
大
嘗
祭
な
ど
の
重
要
な
国
家
儀
式
が
執
り
行
わ

れ
ま
す
。
私
ど
も
は
、
愛
知
県
民
総
参
加
の
奉
祝
行
事
を
開
催
い
た
す
べ
く
、

鋭
意
諸
準
備
に
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
す
。 

引
き
続
き
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
謹
ん
で
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 
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愛知県護国神社清掃奉仕予定 
 

■１月６日（日）午前８時開始。 ※清掃奉仕終了後、
９時より「月参り」に参列いただけます。 
■引き続き２月３日（日）午前８時開始とします。 
■軍手を必ずご持参ください。また、小雨なら社殿
の木枠拭きをしますので雑巾をご持参下さい。大雨
は中止になりますが疑わしい天気の場合には、現場
責任者の服部宛、電話 (070-6583-4588)を下さい。 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      

 （１２月２日  奉仕後に撮影） 
●「日本の息吹」を引続きご購読くださいますよう 
  お願いいたします。 
 

平成三十一年一月  
 

事
務
局
日
誌 

（十
一
月
）  

 
 
 
 
 
 
   

 

服
部
守
孝 

装
備
品
費
の
不
足
が
常
態
化
し
て
い
る
と

の
お
話
は
、
昨
日
の
小
牧
基
地
見
学
の
際

に
、
古
い
航
空
機
を
大
切
に
手
入
れ
し
て

現
役
使
用
し
て
い
る
事
を
目
の
当
た
り
に

し
て
い
た
の
で
、
実
感
を
も
っ
て
聴
講
し

た
。 

【
自
衛
隊
の
方
々
を
想
い
て
詠
め
る
】 

国
ま
も
る
た
め
に
捧
ぐ
と
宣
り
誓
ひ 

 
 
 

日
ご
と
勤
し
む
人
の
た
ふ
と
し 

自
衛
隊
幾
年
月
を
耐
へ
し
の
び 

 
 
 

厳
と
し
て
あ
り
た
の
も
し
き
か
な 

二
十
七
日(

火)

上
京
。
天
皇
陛
下
御
即
位

三
十
年
奉
祝
委
員
会
設
立
総
会
に
参
加
。

各
界
代
表
千
名
が
一
堂
に
会
し
、
役
員
な

ら
び
に
事
業
計
画
の
発
表
が
あ
っ
た
。
終

了
後
、
在
京
の
友
人
と
再
会
。
近
況
報
告

な
ど
し
て
楽
し
く
過
ご
す
。
赤
坂
の
ホ
テ

ル
泊
。 

二
十
八
日(

水)

二
年
ぶ
り
に
サ
ン
マ
リ
ノ

共
和
国
大
使
館
を
訪
問
。
マ
ン
リ
オ
・
カ

デ
ロ
大
使
に
ご
挨
拶
申
し
上
げ
る
。
大
使

は
一
五
四
か
国
の
外
交
官
を
代
表
す
る
、

駐
日
外
交
団
長
を
お
務
め
で
あ
り
ご
多
忙

の
方
で
あ
る
が
、
温
か
く
迎
え
て
下
さ
っ

た
。
御
用
達
の
イ
タ
リ
ア
ン
レ
ス
ト
ラ
ン

で
昼
食
会
を
開
い
て
い
た
だ
き
、
帰
り
は

外
交
官
ナ
ン
バ
ー
の
ベ
ン
ツ
で
品
川
駅
ま

で
送
っ
て
下
さ
っ
た
。
私
の
よ
う
な
野
人

を
過
分
に
お
も
て
な
し
い
た
だ
き
、
感
泣

し
て
お
別
れ
を
し
た
。
明
年
の
建
国
記
念

日
の
ご
出
講
も
快
諾
い
た
だ
け
た
。 

五
日(

月)

第
二
回
小
選
挙
区
代
表
者
会
議

を
開
催
。
国
会
議
員
・
地
方
議
員
・
民
間

団
体
よ
り
五
十
名
の
出
席
が
あ
り
、
来
る

べ
き
国
民
投
票
の
諸
準
備
に
つ
い
て
協
議

が
あ
っ
た
。 

十
三
日(

火)

去
る
五
月
二
十
一
日
に
皇
太

子
殿
下
が
船
頭
平
閘
門
を
ご
視
察
な
さ
れ

た
が
、
そ
の
施
設
全
般
に
つ
い
て
ご
進
講

を
務
め
た
説
明
員
の
方
を
訪
ね
た
。
ど
の

よ
う
な
ご
下
問
が
あ
り
、
ど
の
よ
う
に
お

答
え
さ
れ
た
の
か
を
お
聞
き
し
た
が
、
侍

従
よ
り
今
日
の
こ
と
は
墓
場
ま
で
持
っ
て

行
く
よ
う
に
、
と
言
わ
れ
た
と
の
由
。
お

話
が
聞
け
な
か
っ
た
。
昔
気
質
の
律
儀
な

方
で
、
却
っ
て
好
感
を
抱
い
た
。 

十
八
日(

日)

南
部
文
宏
県
議
後
援
会
へ
。

百
名
を
超
え
る
支
援
者
の
参
加
が
あ
っ
た
。

明
年
、
二
期
目
を
目
指
し
奮
闘
を
誓
う
会

と
な
っ
た
。 

二
十
二
日(

木)

平
岩
和
子
さ
ん
・
日
本
女

性
の
会
副
会
長
の
呼
び
か
け
で
、
自
衛
隊

小
牧
基
地
の
見
学
会
が
あ
っ
た
。
輸
送
隊
、

救
難
隊
、
航
空
管
制
な
ど
の
施
設
や
装
備

を
見
せ
て
い
た
だ
く
。
隊
員
食
堂
で
昼
食

も
美
味
し
く
い
た
だ
い
た
。 

二
十
三
日(

金)

岐
阜
市
で
開
催
さ
れ
た
国

創
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
。
講
師
は
桜
林

美
佐
さ
ん
。 

防
衛
費
の
内
訳
で
４
４
％
が
人
件
費
と
糧

食
費
に
占
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
他
に
も

基
地
対
策
費
な
ど
が
あ
り
、
最
も
重
要
な 

 

去
る
五
月
二
十
一
日
、
皇
太
子
殿
下

は
愛
知
県
愛
西
市
に
あ
る
「
船
頭
平
閘

門
」
を
御
視
察
な
さ
れ
た
。
同
市
は
旧

海
部
郡
立
田
村
と
言
い
、
我
が
故
郷
で

あ
る
。
当
日
は
、
地
域
住
民
の
方
々
と

共
に
真
心
を
込
め
た
奉
送
迎
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
感
激
の
極
み
で
あ
っ
た
。 

 
 

皇
太
子
殿
下
は
、
水
上
交
通
の
研
究
が

ご
専
門
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
が
、
こ
の
度

の
ご
視
察
先
に
船
頭
平
閘
門
を
選
ば
れ

た
こ
と
は
、
皇
太
子
殿
下
の
ご
意
思
に

よ
る
も
の
と
恐
れ
な
が
ら
拝
さ
れ
る
。

「
閘
門
」
と
は
、
高
低
差
の
あ
る
川
の

水
位
を
調
整
し
て
船
舶
を
往
来
さ
せ
る

水
門
の
こ
と
で
あ
り
、
パ
ナ
マ
運
河
な

ど
が
最
も
有
名
で
あ
る
。
皇
太
子
殿
下

は
、
現
地
に
立
た
れ
説
明
員
か
ら
二
十

分
程
の
御
進
講
を
受
け
ら
れ
た
。
そ
し

て
、
予
定
外
な
が
ら
も
木
曽
川
か
ら
長

良
川
へ
の
船
の
通
過
を
、
最
後
ま
で
御

覧
に
な
り
た
い
と
仰
せ
ら
れ
た
と
の
事
。

殿
下
は
事
前
に
お
調
べ
の
上
、
臨
ま
れ

た
よ
う
で
、
説
明
員
は
、
実
に
楽
し
そ

う
に
過
ご
さ
れ
た
。
殿
下
は
聞
き
上
手

の
お
方
だ
と
思
っ
た
。
な
ど
の
感
想
を

述
べ
て
い
る
。 

後
日
、
私
は
そ
の
説
明
員
に
取
材
を
申

し
入
れ
、
面
談
を
し
た
。
ど
の
よ
う
な

ご
下
問
が
あ
り
、
ど
の
よ
う
に
お
答
え

を
さ
れ
た
の
か
を
伺
っ
た
が
、
侍
従
よ

り
、
今
日
の
こ
と
は
墓
場
ま
で
持
っ
て

行
っ
て
下
さ
い
と
言
い
渡
さ
れ
た
の
で
、

お
話
で
き
な
い
と
の
事
。
昔
気
質
の
律

儀
な
方
で
、
却
っ
て
好
感
を
抱
い
た
ほ

ど
で
あ
っ
た
。 

 

こ
の
船
頭
平
閘
門
は
、
い
ま
か
ら
百

十
六
年
前
の
明
治
三
十
五
年
、
木
曽
三

川
改
修
工
事
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
が
、
政
府
の
招
聘
に
よ
っ
て

来
日
し
た
オ
ラ
ン
ダ
人
技
師
ヨ
ハ
ニ

ス
・
デ
レ
ー
ケ
の
指
導
に
よ
る
。
木
曽

三
川
（
木
曽
川
・
長
良
川
・
揖
斐
川
）

の
下
流
地
帯
に
あ
る
濃
尾
平
野
は
、
愛

知
、
岐
阜
、
三
重
の
三
県
に
ま
た
が
る

往
古
か
ら
の
水
郷
地
帯
で
あ
り
、
米
ど

こ
ろ
で
も
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
三
川 

の
氾
濫
に
人
々
は
苦
し
め
ら
れ
て

き
た
。
政
府
は
、
木
曽
三
川
の
分

流
工
事
を
着
手
。
明
治
十
年
か
ら

四
十
五
年
ま
で
の
三
十
五
年
間
、

工
事
費
九
百
七
十
五
万
円
を
か
け

て
、
一
大
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

成
し
遂
げ
た
。 

以
来
、
今
日
に
至
る
ま
で
こ
の
地

域
に
お
け
る
水
害
は
な
く
な
り
、

人
々
は
穏
や
か
な
暮
ら
し
を
営
ん

で
い
る
。
こ
の
明
治
大
改
修
は
、

オ
ラ
ン
ダ
人
技
師
ヨ
ハ
ニ
ス
・
デ

レ
ー
ケ
の
功
績
に
よ
る
も
の
で
あ

り
、
郷
土
史
に
は
必
ず
登
場
す
る

偉
人
で
あ
る
。 

 

皇
太
子
殿
下
と
木
曽
三
川 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

服
部
守
孝 

十
七
万
両
）
工
事
完
了
後
、
平
田
家
老
は

諸
々
の
責
任
を
負
い
切
腹 

し
て
果
て
る
。 

辞
世 

住
み
な
れ
し
里
も
今
更
名
残
に
て 

 
 
 
 

立
ち
ぞ
わ
づ
ら
ふ
美
濃
の
大
牧 

更
に
百
二
十
年
遡
っ
て
、
宝
暦
三

年
（
１
７
５
４
）
。
徳
川
幕
府
の

命
を
受
け
た
薩
摩
義 

士
の
宝
暦
治
水
も
、
後
世
に
語
り

継
ぐ
べ
き
叙
事
詩
で
あ
る
。
こ
の

時
代
は
大
中
小
の
河
川
が
合
流
分

流
し
合
っ
て
、
平
野
と
も
呼
べ
な

い
中
洲
（
輪
中
）
が
寄
り
合
っ
て

い
る
地
形
で
あ
っ
た
。
水
郷
と
言

わ
れ
る
所
以
で
あ
る
。
し
か
し
先

述
の
よ
う
に
、
一
旦
河
川
が
氾
濫

す
れ
ば
、
た
ち
ま
ち
水
害
地
帯
に

変
貌
す
る
の
で
あ
る
。 

薩
摩
藩
家
老
平
田
靱
負
率
い
る
藩

士
五
百
八
十
余
人
は
遠
路
は
る
ば

る
と
赴
き
、
難
工
事
に
当
た
っ
た
。

工
期
は
僅
か
一
年
余
り
で
あ
っ
た

が
、
多
く
の
殉
難
者
を
出
し
（
岐

阜
県
海
津
市
に
は
、
平
田
靱
負
ら

八
十
五
名
の
義
士
を
祀
る
治
水
神

社
が
あ
る
）
莫
大
な
工
事
費
を
負

担
し
た
。
（
幕
府
一
万
六
千
三
百

四
十
両 

薩
摩
藩
七
万
六
千
九
百

六
十
両
に
加
え
工
事
費
以
外
に
三 

一
日(

木)

憲
法
お
し
ゃ
べ
り
カ
フ
ェi

n

西

春
に
参
加
。
国
民
投
票
の
具
体
的
イ
メ
ー

ジ
に
つ
い
て
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。 

四
日(

日)

第
百
十
回
愛
知
県
護
国
神
社
清

掃
奉
仕
会
に
参
加
。
終
了
後
は
、
月
参
り

に
も
参
列
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。 

私
は
幼
少
の
頃
、
村
の
古
老
ら
が
、
敬
い

を
込
め
て
「
薩
摩
さ
ま
が
」
と
話
し
て
い

た
こ 

と
を
思
い
出
す
。
私
事
に
て
恐
縮
だ
が
、

我
が
家
の
始
祖
服
部
告
衛
門
勝
昭
は
延
享

四
年
（
１
７
４
７
）
没
で
あ
る
。
そ
の
後

の
二
代
目
告
衛
門
は
、
宝
暦
世
代
で
あ
る
。

古
書
に
は
、
人
夫
を
現
地
雇
用
し
た
と
さ

れ
て
お
り
、
わ
が
先
祖
も
薩
摩
さ
ま
の
下

で
働
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
私
は
「
薩

摩
さ
ま
」
と
声
に
出
す
と
胸
の
奥
が
熱
く

な
る
。
二
七
〇
年
の
血
統
を
感
ず
る
の
だ
。 

薩
摩
義
士
の
宝
暦
治
水
か
ら
、
デ
レ
ー
ケ

の
明
治
大
改
修
に
脈
々
と
流
れ
る
「
水
」

と
の
闘
い
の
歴
史
と
精
神
。
皇
太
子
殿
下

は
、
そ
の
こ
と
も
全
て
御
承
知
で
行
啓
あ

そ
ば
さ
れ
た
も
の
と
拝
す
る
。 

（
本
稿
は
祖
国
と
青
年
十
二
月
号
へ
の
寄

稿
文
を
加
筆
訂
正
し
た
も
の
で
あ
る
） 

現在の木曽三川 

宝暦治水工事図 


